
 

 全国的に珍しい長持ちや子ども神輿が、２日間かけて原野地区をまわります。 

「いつもはこんなに子どもがいるなんて思えないけれど、子どもたちの賑やかな声が聞こえていいね」。

道に見学に出ていた住民の方同志で「あらー久し振りだね。げんきだった？」 

との声が聞こえてきます。 

１２時過ぎに長持ちを担ぐ男性たちがお化粧をして林業センターから出てきました。 

朝から男性１３名のお化粧を担当する１人の女性が、「前は大勢だったので、朝早くから夜遅くまで大変 

だった。お化粧の仕方もきまりがあるんですよ」とお話ししてくださいました。 

 

たくさんの住民の方々の支えによる、若い方たちが主役のお祭りです。 

力強さやつながりの深さを感じました。 
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